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発泡箱でトマトづくり！
簡易養液栽培法のポイントは？
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概 要 Abstract

成 果 Results

・水稲育苗後のハウスや遊休ハウスなどで活用できる。
・本成果は、6月定植のミニトマトと大玉トマトを対象とする。

◎ミニトマト(1本仕立て、2本仕立て(主枝＋第1果房直下側枝))

6月 7月 8月 9月 10月

◎大玉トマト(1本仕立て、7段摘心）

6月 7月 8月 9月 10月

ポイント４
～給液管理法の目安～

・給液は日の出2～3時間後か
ら、日の入り2～3時間前を目
安に！（早朝、夕方はダメ）

・晴天で植物体が萎れるような
ら、給液量を増やす。

・液肥混入率と給液ECは適宜
チェックしよう！
(液肥：アクワン1号15kg/200Lと

硝酸石灰10kg/200Lで作成）

ポイント１
～ミニトマトの仕立て法、育苗法～
○多収 1本仕立て・標準給液量
○省力・低コスト

2本仕立て・極多量給液量
○育苗省略・秋季多収

セル苗定植・標準給液量

ポイント3
～栽培槽～

・栽培槽は発泡スチ
ロール製であるため、
夏場でも培地温は

25℃以下

夏でも根が元気！

ポイント２ ～給液量、施肥量～
・過剰な給液は肥料の無駄
（排液量は給液量の30%程度）

・施肥量はトマトの生育に合わせて
適量与える（量的管理）

1本仕立て：H29,H30年標準給液区の平均値
2本仕立て：H30年極多量給液区の数値 （H29年）

本システム
の概要

養液栽培システム「うぃずOne」を用いた6月定植にお
けるミニトマト、大玉トマトの栽培管理法を開発した。
「うぃずOne」：JA全農が開発した低コストで設置・撤去が容易な

養液栽培システム
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